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2021-2022年度主題  

国際会長   キム・サンチェ(KR)  

     “Heal the World with Love and Dignity” 

アジア太平洋地域会長 大野 勉 (JP/神戸ポートクラブ) 

     “Think for the next generation” 

東日本区理事   大久保知宏（宇都宮クラブ） 

    「100年を超えて変革しよう」  

湘南・沖縄部長 若木 一美（横浜とつかクラブ） 

    「咲かそう 人の輪」 

クラブ会長   辻  剛 

    「弱者に寄り添う愛と奉仕の実践」 

    スローガン：「生涯現役」で楽しいクラブライフを！ 

2021-2022 クラブ役員 

会長   辻    剛 

副会長  林    茂博 

書記  鈴木  茂 

会計  横田  孝久 

今月の聖句 

「人よ、何が善であり／主が何

をお前に求めておられるかは／ 

お前に告げられている。正義を行

い、慈しみを愛し／へりくだって 

神と共に歩むこと、これである。」   

          ミカ書6・8 

3月本例会 

日時 3月25日（金）17:00~ 

場所 かけはし都筑 

司会 鈴木恭子 受付 鈴木 茂 

 

＝プログラム＝ 

1) 開会点鐘   会長 

2) ワイズソング・ワイズの信条 

3) 今月の聖句・祈祷  

    相賀チャプレン 

4) 会長挨拶   会長 

5) 卓話： 林 茂博 

 【2022-23年度会長研修会報告】 

6) 各種報告・連絡 

7) YMCA報告 

8) Happy Birthday 

 3/22 相賀 昇 

 3/31 辻 孝子 

9) アピール 

10) 閉会点鐘   会長 

                       

「老 老 老 介護」                            

最 初の「老」は、もうすぐ83歳になる私です。

背中と足の痛みに悩まされています。 

 そんな私が面倒を見ているのが次の「老」の主人、 

83歳です。透析を始めてからは、体調が不安定なの

で、心配でどこへ行くにもついて行っています。また食事

も大変です。好き嫌いも多く野菜を食べてくれないので

苦労しています。 

また、主人の行動で気になる事は沢山ありますが我慢我慢です。例えば水道

の締め忘れとか、ゴミの出し方等々です。紙のところにプラが混じっていたりその

逆もあります。私が気がつけば黙って水道は止め、ゴミは分別しておきますが、

娘が気がつくとトイレの手洗いの所に「しっかり閉める」の紙を貼られています。 

ゴミの分別では常に怒られています。 そして最後の「老」は愛犬パピーです。 

2003年生まれで5月に19歳になります。 以前この巻頭言で元気に走り廻っ

ていた頃のパピーを紹介したことがありましたが、今は目が全然見えません。また

心臓も悪いです。朝夕2回の心臓のオクスリと一日数回の2種類の目薬が必要

です。一日中ほとんど寝ていますが夕飯の2時間ほど前には台所をウロウロして

待っています。そして一番大変なのはトイレです。一日何回もベランダに出すの

ですが（今や我が家のベランダはパピーちゃんのトイレと化しています）タイミング

がうまくいかず、リビングでオシッコやウンコをしてしまいます。その後始末が大変で

す。それを毎日何回も繰り返しています。そんなパピーですがどんなに世話が大

変でも一日でも永く生きてほしいと願う親心です。「20歳までガンバレ、    

パピー！」                                （完） 

《巻頭メッセージ》               辻 孝子 

例会出席 12名 在籍会員数 16名  各種記録 1月実績 年度累計  

 メンバー 0名 月間出席者数 12名  スマイル 0 13,000円  

 ビジター 0名 ﾒｰｷｬｯﾌﾟ 1名  － － －  

 ゲスト 0名 月間出席率 81.％  － － －  

※
２
月
の
デ
ー
タ 
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1. 日時：2022年2月25日（金）⒘:15～19:00 

2. 開催方式：ZOOM会議 

3. 出席者： 

 今城H・T、岡田、鴨下、坂口、鈴木K・S、 

 辻Ta・Ts、福島、林、横田 （計12名） 

4. 開会 

◇ZOOMの接続不備で、若干遅れて鴨下さんの司

会により、辻会長の開会点鐘で開会。 

◇相賀チャプレンによる聖書朗読と祈祷。聖書箇所

は、マルコによる福音書4章30-32節 

◇辻会長が挨拶し、ロシアのウクライナ侵攻は多くの

犠牲者を生じさせ、また、世界中に様々な苦難をも

たらすもので、早期終息を希望する。コロナの終息

見通しがないがコロナに負けぬよう活動に励もう、と

発言。 

5. 卓話 

 卓話者：横浜YMCA健康教育部 森山真治さん 

 演題： スポーツ指導の現状と課題 

◇少年時代には選手として野球に親しみ、途中怪我

のため選手としての道は断念するが指導者（少年

野球）の道へ。大学終了後企業に就職するが、青

少年のスポーツ指導の道に進みたくYMCAに入職。 

◇「スポーツ」とは、ラテン語の原語の通り、「遊ぶ」、

「楽しむ」ことが基本。ルールに則って楽しく遊ぶことが

必須。 

◇少年のスポーツ参加は、相対的に右肩上がり。特

に野球にその傾向が強い。サッカーは安定している。 

◇青少年に対するスポーツ指導の状況は、昔に比べ

ると大きく変化しており、「体罰」等は完全に否定さ

れており、参加者（青少年）の自主性に委ねる

チームすらある。 

◇卓話の後は、メンバーから質問、意見等が述べられ

た。  

6. 協議・確認事項 

①今年度の東日本区大会に関するアンケート 

 6月4-5日に宇都宮で開催予定の区大会について、

 会長宛にアンケートの要請があった。大会はリアルで、

 参加者を新旧役員と代議員（計約130名）に絞る

 という案に対する意見が求められている。 

 辻会長は、少数の参加者を更に少人数の分科会に

 分けて議論をするのではなく、参加者全員が一堂に

 会して「楽しく」これからのワイズについて語らう場にして

 は如何、とコメントしたいとのこと。 ほぼ全員が会長の

 提案を支持した。 

②第93回Y-Y’s協議会がオンライン方式で3月1日に開

 催される。当クラブより、辻会長、鈴木書記、今城Tが

 参加の予定。 

③3月本例会は卓話者が未定ですが、林ワイズに「次期

 会長研修会」の様子などを報告して頂くこととした。  

④メネット委員会への献金について、委員会が行う保育

 施設への絵本配賦を支援する献金として1万円を拠

 出する件、全員が了承した。   

7. アピール・報告等 

●辻会長宛に社協より送付されているボランティアセン

ター広報誌他の資料をデータ化して各メンバーに展

開する。 

●3月5日予定の都筑区社協災ボラセミナーは、特に

マンションの災害防止に焦点を当てた内容とのこと。

希望者は参加自由。  

8. YMCA報告 

●コロナの第6波は幼児の感染が顕著なことから、Yの

クラスや運営する保育園の閉鎖が増えている 

●春のキャンプは実施の方向で募集を開始しており、

今後の感染拡大の推移を見極めて判断する 

●5月に北Y、つづきクラブ、つるみクラブの交流会を予

定通り行う方向で場所を確保する。1週間前のキャ

ンセル可。  

9. 閉会点鐘 

《例会報告》                  2022年2月本例会       坂口直樹 記 



横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ     Bulletin No. 189 15 March, 2022 

“To acknowledge the duty that accompanies every rights”             - 3 - 

開催日時：2022年3月1日（火）19:00-20:00 

会場  ：Zoomによるオンライン会議 

担当クラブ：厚木クラブ 

出席者 ：16名（当クラブからの参加者：辻会長、 

      鴨下担当主事、今城T、鈴木S） 

 

◇横浜YMCA・佐竹総主事挨拶 

ロシアによるウクライナ戦火は、平和を目指す世界の 

YMCAにとって大きな脅威であり、痛みである。世界の 

YMCAは、ゴン・サンヴィー・世界YMCA同盟総主事 

の名義で、外交的な解決策により、武力紛争が一刻 

も早く終結することを強く願う旨の声明を出した。 

YMCAとワイズメンズクラブは、これからも世界の平和と 

地域の人びとの幸せのために、手を携えて協力して行 

きたい。 

２．湘南・沖縄部 小松仲史次期部長挨拶 

 ワイズメンズクラブの第一の目的は、YMCAに協力し

その活動を支えることにある。その意味で、このYMCA

-Y’s協議会は大変意義深いと思う。次期湘南・沖

縄部 部長として、微力ながらワイズメンズクラブと

YMCAの協働と発展のために尽くしたい。 

３．協議       司会：厚木クラブ・佐藤節子会長 

 1）国際・地域協力募金について 

    阿部正伴・部担当主事より、横浜YMCA・2021年

度の国際・地域協力募金の状況について説明があ

り、例年1,200万円の目標設定に対し、今年度は

700万円の設定に抑えたが、それでもコロナの影響で

バザーの開催や街頭募金が中止になったことなどで苦

戦している。他方で寄附・献金の対象先としては、①

ミャンマーの戦乱に苦しむ子供たちへの緊急支援、②

長期の戦乱に疲弊したカンボジアの子どもたちへの自

立支援、③人身売買の危険のあるタイ少数民族少

女の救済支援など、依然としてニーズが高いとして、

一層の募金への協力要請があった。特に質疑応答は

なかったが、本件協力募金の重要性を出席者一同

改めて確認した。 

2）報告 

 ① 横浜YMCA 

     阿部正伴・部担当主事より、去る2月11日（建国

記念の日）にZoomによるオンライン方式で開催

されたピースフォーラムについて報告があった。200

名ほどの参加者があり、神奈川県ユニセフ協会事

務局長 関山万里子氏による「世界の子どもたち

は、いま」と題する基調講演、分かち合いの時、

YMCA活動紹介等のプログラムに対するアンケート

では、90%以上の「満足評価」を得ており、好評

であった。 

  ② 各クラブ 

  ＊横浜：3月例会ではコロナで苦戦している横浜

YMCA・専門学校の担当職員の卓話を聞いた。 

  ＊鎌倉：NHK大河ドラマに因んで、2月例会は鎌倉

ガイド協会の人を卓話者として招いた。 

  ＊とつか：1・2月はコロナのため、例会は休会とした。 

  ＊金沢八景：八景YMCAの職員を招き、5分間ス

ピーチという形で例会の卓話を行なっている。 

  ＊つづき：1月の例会は前半はクラブ総会、後半は11

年目を迎える東日本大震災を覚えて、石巻広域

クラブとの合同例会を持った。2月例会では、「ス

ポーツ指導の現状と課題」と題する森山真治さんの

卓話があった。 

  ＊つるみ：3月10日の例会で、新入会員の入会式を

行う予定。 

  ＊厚木：3月例会では、相模人形浄瑠璃の伝統芸

能保存に関する卓話を予定。 

 

  ★次回予定：2022年6月7日（火）  

        19:00-20:30          以上 

《会議報告》    第93回YMCA-Y’s協議会                 書記 鈴木 茂 記 

懐かしのアルバム      2017年11月のクラブ恒例東日本震災被災地訪問 

写真左は、山元町の「つば

めの杜保育所」を訪問し園

児たちと楽しい時を過ごした

時のもの。写真右は、同じ

日に伺った高齢者施設「み

やま荘」でご一緒に歌ったり

手遊びをして入居者の皆さ

んと楽しいひと時を過ごした

時のものです。 
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日時：2022年3月8日（火）17:00～18:30 

場所：Zoom方式 

出席者：今城H・T、岡田、鴨下、鈴木K・S、 

  辻Ta・Tu、林、福島、横田（合計11名） 

 

【議事次第】 

1）会長挨拶 

●ウクライナの戦火には、皆さんと共に心を痛めてい

る。しかし、人間が始めたことは必ず止めることができ

る。ウクライナでの戦乱が1日も早く終結することを祈

りたい。 

●クラブの運営に関して、これまでも今後とも、提案す

るクラブ活性化のための具体的な活動計画は、昨

年7月のクラブ総会で承認された活動方針に基づい

ているので、ご理解とご協力をお願いしたいとの要請

があった。 

2）協議事項 

 「つばめの杜保育所」及び「みやま荘」への取組みの件 

●標記の件に関し辻会長から、次の2点について検討

したいとの提案があった。 

①保育所＆みやま荘共通案件：東日本大震災11 

 年目を迎える今年の3.11を記念して、何かプロジェ 

 クトを実施してはどうか。 

   ⇒これまで訪問した時の写真をA4用紙に貼り、こ

 れにコメント・メッセージを加え、記念品として贈る

（できれば、額縁に入れる）ことを決定。 

 ②保育所案件：3.11とは別に、「リトミック教室」、

「絵本の読み聞かせ会」などを実施してはどうか。 

    ⇒TKBで「進級・入園おめでとうカード」を作成して 

  贈るという案も出された。この案も含め、先方の  

  作間所長と相談のうえ実施案を検討することを 

  確認。 

 ウクライナ支援募金の件 

今般のロシアによるウクライナ侵攻に対処して、ワイ

ズ・東日本区と日本YMCA同盟の双方から、緊急

のウクライナ支援募金の要請が来ている。辻会長

から、クラブとしての対応を協議したいと提案があっ

た。 

＊協議の結果、当クラブとして、双方に各10,000円

あて献金することを決定。なお、個人としても極力

募金に協力すること、ならびに次回対面例会の際

に、ウクライナ支援を覚えて「スマイル献金」を行なう

ことを確認。 

3）報告・確認・アピール等 

   ①クラブ 

＊林副会長：2022年度に向けてボランテイア保険

を更新する。今回はコロナも含めた契約としたい。 

＊福島・社協担当：都筑社協の3月諸プログラムが

コロナで中止となった。 

② 湘南・沖縄部 

＊辻会長：2/28に第5回部エクステンション委員会

開催。二つの新クラブ設立構想、「子どもと一緒に

絵本を楽しむ会」・「つながりマスク」の二つのプロ

ジェクトが、コロナで遅れ気味ながらも徐々に進んで

いる。 

③ 東日本区 

＊辻会長：ワイズ・ナイトフォーラム第4回・2/26

（土）開催、参加者71名、卓話者・山田公平

次々期理事、パネルデイスカッション担当・あずさ

部、第5回・4/16（土）、卓話者・江夏一彰牧

師・医師（東京武蔵野多摩）、パネルデイスカッ

ション担当・北東部、第6回・6/25（土）、詳細

未定。 

④YMCA 

＊鴨下館長：3/4（金）チャリテイーゴルフを戸塚

CC.にて開催、参加者103名。5/27（金）開催

予定のつづきクラブ・北YMCA合同例会・懇親会

に、北Yの運営委員会のメンバー（つづきのメン

バー以外では4-5名）にも参加を勧めたい。 

４）アピール 

  ＊今城H：3/22（火）のココの集い（映画鑑賞）

  は、コロナのため中止の可能性あり。 

５）行事予定 

  ・3/25（金）：本例会・17:00、Zoom or ハイブ

リッド。 

  ・4/12（火）：事務例会・17:00。 

  ・4/16（土）：ワイズ・ナイトフォーラム・20:00～。 

  ・4/22（金）：本例会・17:00、卓話・堤ひろみさ

ん。 

６）閉会点鐘。                  （以上） 

《事務例会報告》              2022年3月度事務例会    書記 鈴木 茂 記 
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さ て、山梨（甲府）へのつづきY‘ｓの移動例会の

話で仙洞田さん（甲府クラブ）の紹介をしました

が、ワイナリーから移動の時、甲府21クラブの駒田勝彦会

長より紅白ワインを差し入れ頂きました。これは、横浜への

帰路の際バス中で飲みましたが、ワインの名前やワイナリー

などすべて記憶になく、説明が出来なく今になって後悔して

ます。その後サントリーさんの「登美の丘ワイナリー」へ向かい

見学、試飲など楽しみました。 

 俳人蓮之（れんし）が「勝沼や馬子も葡萄を喰ひなが

ら」と詠んでいます。 

中央線で塩尻の駅近くに醸造所があったりして、このあたり

でも多く造られています。小生の印象に残っているワインは

（株）アルプスのいわゆるニューボーワインです。特にすき

焼きなど肉料理にはピッタリでした。現役の頃に軽井沢の山

荘ではオリジナルのエレガント（ラベル）でプライベートワイ

ンを提供していました。 

全 国に広がったワインは小生は知識と経験がほとんど

ありません、その中で記憶にあるのを二三紹介して

日本ワイン旅は終了します。 

 一つは新潟の角田山の裾野に数軒のワイナリーがあって

「新潟ワインコースト」と呼ばれる産地があります。ここの

「カーブドッチワイナリー」が最初に創業したと聞いています。

「アルバリーニョ」です、洋ナシや中国茶（ジャスミン）のアロ

マを感じる本当にうまいワインでした。そして、富山に入ると

「やまふじぶどう園」後に「ホーライサンワイナリー」。マスカット

ベーリーを使ったワインで確か「いごごち・・・」という軽やかな

赤ワインだった。さらに氷見という町にもワイナリーがあると言

われたのですが行けずでした。「セイズファーム」という名で最

近では急速に国内でも注目されているようです。機会があ

れば飲んでみたいと思っています。 

さて、次なるワインは関西は大阪の南東で俗に河内に位置

する羽曳野です。奈良県との県境で特に生食用でデラウエ

アを中心に日本一の面積だったところです。現在では５軒

のワイナリーがあるのですがその中で「カタシモワイナリー」は

大正時代から醸造されたようです。ワイナリーからは大阪の

都市を眺める事が出来る場所で最近はベッドタウン化して

いますが、こだわりのワインが造られています。風景と大阪の

ワインを守りたいとの一心でがんばっておられるそうです。海

外からの使節団からクレージーと言われたそうですが、「ク

レージーとかアホちゃうか？は最高の誉め言葉やね」と言わ

れているそうです。本当に甲州種やメルロ・サンジョベーゼな

ど欧州系にも盛んに挑戦されていて頭が下がります。ガチガ

チの関西弁（大阪河内）で会話をしながらのワインもある

意味では本当に美味しく楽しいワインです。ほんまにうまい

んでっせ。 

                                                  (2022.1) 

《連載寄稿》                    恥ずかしのワイン蘊蓄 ～6～           横田 孝久  

《トピックス》 

今年も3月11日がやってきました。 

東日本大震災発生の2006年から11年が経過します。 その年

は、2006年5月にチャーターした私たちのクラブにとって、ちょうど  

5周年を迎えた年でした。 5周年記念行事を模索していた私たち

は、東日本の被災地支援を行おうと思い立ちました。 メンバーで

当時東日本区事務所長の林茂博ワイズが、震災直後から被災

地に支援物資を届ける事業を立ち上げ取り組んでいたことが私達

の支援活動を後押ししたことも事実です。 私たちは、被災地の仙

台クラブと仙台YMCAに、何処で何をすべきかご相談をしました。 

そこでご紹介いただいたのが、津波の被害が甚大であった亘理郡

山元町の高齢者施設「みやま荘」と「つばめの杜保育所」の2施設

で、以降、年に1・2回両施設を訪問し、様々なプログラムで暫しの

時をご一緒に過ごしてきました。 しかしながらコロナ禍により、これ

ら施設をお訪ねすることもできず、毎月お誕生日カードをお贈りする

ことなどで繋がりを保ってきました。 11年目の今、依然としてリアル

な交流は叶いませんが、私達が被災地の皆さんのことを忘れていな

いことの証として、訪問していた時に皆さんと共に過ごした時の写真

を大きく引き伸ばして額に入れて両施設にお送りしました。 コロナ

禍が去り、また、お訪ねして親しくお交わりが出来る日が来ることを

心より願いつつ。                    （T.I. 記） 
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横 浜北YMCAより2つの取り組みを報告させていた

だきます。 

横浜YMCAでは、スポーツ庁の「Sports in Life推進プロ

ジェクト」（スポーツ実施を阻害する課題解決のための実

証実験）として、発達障がいのある幼児・小学生を対象と

した意欲向上のための実証実験を2021年11月～2022

年1月で実施しました。横浜北YMCAでも1コース実施し、

8名の参加者がありました。このプログラムでは、子どものプ

ログラムのみではなく、指導者を養成すること、保護者の不

安を解消するための勉強会など子ども・指導者・保護者の

3つの視点からプログラムを横浜YMCA、県立福祉大、横

浜ビーコルセアーズとの協働で実施しました。子どものプログ

ラムでは、体のつくり方教室として基礎運動と走り方、とび

ばこ、なわとび、バスケットを実施し1回目から3回目までの

教室の中でどのような変化がみられるのかを参加者のデー

タを基にフィードバックしました。指導者養成としては、「でき

るを増やすために！」、「発達障がいの子どもへの指導法の

コツ！」をオンライン形式で実施しました。オンラインで実施

したことで、勤務後の時間を少し使い参加しやすかったなど

参加者からの声も聞こえました。保護者に対しては、「小学

校に入るまでにやっておくこと」をテーマに県立福祉大の笹

田先生に講演をお願いしました。幼児期から小学校に入っ

て、生活を含め、どのように支援していたらよいのかのお話し

していただきました。今回、新型コロナウイルスの影響もあり

プロバスケットボールの観戦プログラムが中止となりました

が、それ以外のプログラムを予定通り実施できたことをご報

告します。 

ま た、横浜YMCAでは、発達・教育支援プログラム

として2022年もSC・ジョンソンより慈善寄付をい

ただき、横浜YMCAでプログラムを実施していきます。横浜

北YMCAは80万円の寄付を受け、3つのプログラムを企画

し6月までの間に実施を予定しています。今回は、その中の

ひとつとしてファミリープログラムを3月6日（日）に横浜市

内でも自然豊かな旭区、緑区に隣接する森の中にある

「フォレストアドベンチャーよこはま」でアドベ

ンチャープログラムを実施しました。8ファミ

リー25名の参加がありました。プログラムの

中では自然体験より学ぶことも大切ですが

SDGｓ「質の高い教育をみんなに！」、

「陸の豊かさを守ろう！」にも目を向け取り

組みをさせていただきました。SC・ジョンソン

との協賛企画も今年で10年目、毎年、た

くさんのお子さまや保護者の方々に参加い

ただきプログラムを通じて大きな経験と心の

サポートをいただいております。残りの2つは

4月から6月で実施の準備をしていきま

す。                                  

                 （完） 

北 Y 便 り   横浜北YMCAオルタナティブ部門 主任 関口 努 
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記
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◇
梅
の
盛
り
も
過
ぎ
、
桜
の
便
り
が
聞
こ

え
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
外
気
の
温
も
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
皆
様
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
◇
コ
ロ
ナ
禍
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
勢

い
が
少
し
は
衰
退
し
た
様
に
は
見
え
ま
す

が
、
特
に
我
々
高
齢
者
に
は
ま
だ
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
レ
ベ
ル
で
す
◇
そ
ん
な

中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
も
た

ら
す
心
の
底
が
凍
り
付
き
そ
う
は
悲
惨
な

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
当
事
者
は
、

欲
望
を
力
で
達
成
さ
せ
よ
う
と
い
っ
た
企

て
は
間
違
い
な
く
徒
労
に
終
わ
る
こ
と
を

思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ワ
イ

ズ
で
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
も
教
会
で
も
支
援
の

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い

こ
と
で
す
。
我
々
の
ク
ラ
ブ
も
些
少
で
は

あ
り
ま
す
が
支
援
金
を
振
り
込
み
ま
し
た

◇
好
評
連
載
横
田
ワ
イ
ズ
の
ワ
イ
ン
蘊
蓄

シ
リ
ー
ズ
が
第
６
回
と
な
り
ま
す
。
筆
者

の
ワ
イ
ン
へ
の
愛
の
深
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
し
り
ー
す
で
す
。
今
後
も
ご
期
待
く

だ
さ
い 

◇
本
誌
２
月
号
の
Ｐ１

「
２
月
本

例
会
」
の
項
で
、
卓
話
者
を
「
森
田
真

治
」
さ
ん
と
記
載
し
た
の
は
「
森
山
真

治
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
謹
ん
で
お
詫

び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
◇
次
年
度
の
当
ク

ラ
ブ
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
会
長 

 

林
茂
博
ワ
イ
ズ
、
直
前
会
長
辻 

剛
ワ
イ

ズ
、
副
会
長 

今
城
高
之
ワ
イ
ズ
（
次
次

期
会
長
予
定
）
、
書
記 

岡
田
美
和
ワ
イ

ズ
、
会
計 

横
田
孝
久
ワ
イ
ズ
の
面
々
で

す
。
新
執
行
部
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
◇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
活
動
制
限
が
続
く
中
、
ブ
リ
テ
ン
の
誌

面
を
埋
め
る
の
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
会

員
各
位
の
活
発
な
投
稿
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
会
員
外
読
者
の
皆
様
の
ご
投
稿
も

大
歓
迎
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
編
集
子
） 

 
 
 
 
 
 


